
第４回 豊橋市市民協働推進審議会 議事録 

 

日 時 平成２５年１１月１８日（月） １３：３０～１４：４０ 

場 所 豊橋市役所 災害対策本部室（西） 

報告者 鈴木啓靖 

出席者 別紙のとおり 

傍聴者 なし 

 

１ 開会 

 

２ 会長あいさつ 

 ○議事録署名者  山崎麻乃委員、小林芳樹委員 

 

３ 議題 

 （１）市民協働推進補助金の取り扱いについて 

※資料１に基づき、事務局が説明 

委 員：ハード補助金について、なくなることを団体は知っているのか。廃止になった

ことを応募要領に明記した方がよいのでは。 

事務局：２５年度の応募の際にも、２５年度で終了予定というアナウンスはしてはいた

が、はっきりと終了したことを通知していないので、応募要領の中に今年度はハード補

助金の募集がないことを記載する。 

会 長：資料６ページの審査時の採点の倍率について、継続性を１.０から２.０に上げ

て、代わりに公益性と必要性を２.５から２.０に下げるという事務局案があったが、こ

れについてはいかがか。 

委 員：平成２５年度の応募団体のうち、１年目、２年目、３年目の割合は分かるのか。

また、２年目、３年目は連続して実施しなければいけないのか。 

事務局：くすのき補助金交付９団体のうち、１年目は４団体、２年目は４団体、３年目

は１団体となっている。合計３回まで受けることが可能ということであって３年連続と

いうことではないため、１回目と２回目の間が空いても大丈夫。 

委 員：３年で自立していく、ということを考えれば、継続性の評価を少し高めるとい

う事務局案は妥当であり、賛成。 

会 長：他に反対の意見等ないようであれば、事務局案について了承ということでよろ

しいか。 

各委員：異議なし。 

 ※審査スケジュールについて決定 

  平成２６年２月２６日（水）１３：３０～  事前（書類）審査 

  平成２６年３月２３日（日） 午後  公開プレゼンテーション(件数が多ければ終日) 



４ 報告 

 （１）平成２５年度市民協働推進事業の進捗状況について 

※資料２に基づき、事務局が説明 

委 員：７ページのコミュニティ推進事業補助金について、申請可能は３件までとなっ

ているが、今年度はたまたま申請が２件しかなかったということか。 

事務局：豊橋市全体として申請できるのが３件までということであり、今年度も３校区

で（財）自治総合センターに申請したものの、交付は２校区までしか受けることができ

なかった。 

 

５ その他 

委 員：前回の審議会で補助事業のスケジュールをもらったので、実際に私も見に行っ

たが、事務局が各団体の事業を見て感じたことなどあれば聞かせてほしい。 

事務局：（各事業の写真を大型モニターで表示しながら説明）事務局としては、補助金

を出して終わりではなく、こうした事業があることをもう少しＰＲするなどフォローが

必要だと感じた。また、市民「協働推進」補助金であり、協働のパートナーとなりうる

団体なので、こういう活動をしている団体があることを市役所内でもっと積極的にＰＲ

し、補助事業を関係課に実際に見に来てもらうことで、「協働」というものがもっと広

がっていくと考えている。 

事務局：前回の審議会で寄附を増やすために市民活動団体に協力を呼び掛けてはどうか、

という意見があった件についての報告だが、１２月１日のオレンジプラザの情報誌を送

付する際に、皆さんからの寄附で基金が成り立っていることや基金への寄附のお願いを

書いた案内文を一緒に送付する。また、豊橋信用金庫店舗に募金箱を置けないか、今調

整している。 

委 員：補助金交付団体は地域の課題に取り組んでいる団体が多いと思うが、たとえば

あにまるあいずのように、補助金がある間は事業を実施できるが補助金がなくなった後

に地域猫をどうするのか、といった課題もあると思う。そうした課題の解決につながる

支援をこの審議会の場で話し合うのも良いと思う。補助金がなくなった後に、市にやっ

てくれというのではなく、その団体が継続していけるような補助や協働の体制をつくる

ための意見交換ができれば、本当の課題が見えてくるのでは。 

委 員：せっかく校区自治会というものがあるので、この地区ではこういった団体が活

躍しているということを紹介し、興味を持って応援してもらえるようになればと良いと

思う。これまで補助金５万円を受けて活動していたけどそれを校区自治会が負担し、そ

の代わりに地域を盛り上げていこう、となれば一番望ましい形では。 

委 員：経験上、回覧というのは皆スルーしてなかなか浸透しないことが多く、１回の

イベントでも沢山チラシを作成して２回配るなどしないと効果がない。市からも働きか

けてもらい、校区自治会がフォローしてもらえるようになると地域のニーズに合った活



動をしている団体にとってはありがたいと思う。 

会 長：今出たような課題を事務局でまとめてもらい、次回審議会ではそれについての

意見交換をしたいと思う。 

 

次回は、 

平成２６年１月２９日（水）１３時３０分～  

 内容：市民協働推進計画の進捗状況について（報告） 

 

６ 閉会 

平成２６年１月２９日 

 

議事録署名者 

山崎 麻乃   ○印  

 

小林 芳樹   ○印  



第４回豊橋市市民協働推進審議会出席者名簿 

  

NO 氏   名 選 任 区 分 

１ 岩崎
イワサキ

 正弥
マサヤ

 
学識経験者 
愛知大学地域政策学部教授 

２ 梅岡
ウメオカ

 愛子
アイコ

 
豊橋市自治連合会から推薦 

（豊橋市自治連合会常任理事） 

３ 大場
オオバ

 博文
ヒロブミ

 
豊橋市社会福祉協議会から推薦 

（豊橋市社会福祉協議会職員） 

４ 小林
コバヤシ

 芳樹
ヨシキ

 
公募 

（梅田川フォーラム） 

５ 瀬川
セガワ

 千敏
チトシ

 
公募 

（豊橋防災ＶＣの会） 

６ 惣
ソウ

田
ダ

 里美
サトミ

 
豊橋商工会議所から推薦 

（豊橋商工会議所女性会会長） 

７ 寺田
テラダ

 康生
ヤスオ

 
市民センター指定管理者から推薦 

（ＮＰＯ法人 愛知ネット） 

８ 山崎
ヤマザキ

 麻
アサ

乃
ノ

 
国際交流協会から推薦 

（ＣＳＮ豊橋（愛知大学 3年）） 

 

 

≪事務局≫ 

 文化市民部     

市民協働推進課 課  長 金子 尚央 

         主  幹 中山 久美子 

         課長補佐 小久保 雅司  

         主  査 味岡 達也  

         主  査 吉田 節子 

         主  査 中澤 浩英 

         主  事 鈴木 啓靖 

         主  事 山口 知沙世 


